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Verra、新しいクレジットラベルに関する協議を開始 

Verra, 市場からのニーズに応え新しいクレジットラベルに

関する協議を開始 

ボランタリークレジットの発行機関、VCS を運営する Verra は、VCS が発行す

るクレジット、VCU に新しいラベルを設けるために検討作業を開始した。新た

に設けられることが検討されているのは二つの種類のラベルである。 

一つは、クレジットに対して創出したプロジェクトの特徴を示すラベルである。

Verra からの検討しているラベルで示されるプロジェクトの特徴は以下のよう

なものである。 

1.排出削減あるいは排出量除去か 

2.自然に関連する活動あるいは技術・産業に関連する活動か 

3.パリ協定第 6 条の Authorization の種類（NDC の達成、CORSIA、企業の

自主的な取組みへの利用） 

4.SDG への貢献 

これらのラベルを新たにVCUに加えることについて、Verraでは、一般からの

コメントを 6 月 30 日から募集を開始した。コメントの募集は、7 月 31 日に締め

切り、寄せられたコメントを踏まえて、年内に最終版を作成することとされ、

2023 年 6 月までには制度の本格的な運用を目指すこととなっている。 

ボランタリークレジット取引市場に高品質のクレジットを供給するための様々

な対策、取組みの検討作業をおこなっている Integral Council Voluntary 

Carbon Market(IC-VCM)でも、クレジットの性質、「追加的な属性」を示す必

要性が指摘されている。IC-VCM の前身 TSVCM が 2021 年 7 月に発表した

報告書では、クレジットの性質を示す「追加的な属性」として、種類（排出削

減あるいは排出除去）、削減・除去の手法（自然あるいは技術・産業）、貯留

の方法（生態系、地層、製品（建築材）、なし）、副次的便益（SDG への貢献

など）、相当の調整等の 5 つの種類の情報を挙げており、今回、Verra が提
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